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視覚障害 
 
＜１級＞ 

 １級の視覚障害者には、視力がゼロで光覚もない全盲から、明るさや動きや粗大な形についてはかろ

うじて把握出来る重度弱視者までが含まれるが、何れも視覚を利用した歩行及び、視覚を手がかりにし

た作業等に困難が伴う重度の視覚障害者である。通常、歩行には白杖が必要である。全盲以外では、明

るさや動きの情報を視覚から得ていることに注意が必要である。聴覚情報、触覚情報、嗅覚情報などが、

視覚にかわる日常生活での重要な情報の形態となっており、聴覚によって外界の状況を把握する能力が

視力障害のない人より優れている場合が多い。 

 １級の視覚障害者を雇用している企業の雇用に際しての配慮として、専門的・技術的職業（主として、

あんま、マッサージ、はり、きゅう）ではレクリエーションやミーティング、懇親会への参加といった

コミュニケーションヘの配慮が最も多く、次いで教育・訓練に関する配慮が多くなっている。教育・訓

練に関しては、視覚障害者の場合、専門的・技術的職業に、按摩マッサージ指圧師、はり、灸といった、

いわゆる三療の分野に含まれるものが多いことを反映して、研修や講習会への参加、接客マナーの指導

といった理療の仕事に固有なものが多くなっている。なお、障害に特有の配慮としては、歩行や移動に

関する配慮と視覚的手がかりの利用の困難性に関する配慮があり、前者は点字ブロックの設置、夜間の

車による送迎、ラッシュを避けた通勤や入社時の通勤訓練、後者は点字や凹凸による触覚的表示、文書

の代読や作業補助者の配置、音声変換装置付きのコンピュータやワープロなど就労機器（事務機器）の

改善などが具体的な配慮内容として上げられている。 

 理療関係以外の職種では、調査対象となった 1 級視覚障害者の５％が就いている運輸・通信の職業

（具体的には電話交換手）で、視覚障害者用の交換機を設置したり、機器を聴覚的な手がかりを利用で

きるように改良するといった就労機器に関する配慮が多くなっている。教育訓練に配慮しているほか、

一般企業への就職が多いことを反映して管理職及び職員の教育啓蒙にも配慮している企業が多い。 

 

＜２級＞ 

 ２級の視覚障害者には、視力が低い人（両眼の視力の和が 0.02～0.04）と視野の狭い人が含まれる。

視野も中心だけが見える、周辺だけが見える、見える範囲が不安定などの様々な障害のタイプがあり、

みえる範囲だけでなく視野の欠ける部位によって視力や色覚（眼球の中心部分が鋭い）、明暗（眼球の

周辺部分が鋭い）などへの障害の出方が様々なため、２級の視覚障害者と言っても、その実態はかなり

多様である。しかし、粗大な動きの把握や白杖なしの歩行がほぼ可能であること、文書を読む際には点

字を用いたり文字を拡大する装置を使用したり、あるいは文字そのものを大きなものにする必要がある

という点についてはほぼ共通する。 

 企業が雇用に際して配慮している事項としては、１級同様、コミュニケーションヘの配慮が最も多く、

専門的・技術的職業の場合、やはり理療関係の職種の占める割合が半数近くに及ぶことから、研修や講
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習会への参加が比較的多くなっている。また、２級の視覚障害者の多くが残存する視覚能力を利用する

ことが可能であることから、拡大読書器や画面拡大機能付きのワープロの設置、書類や書籍の文字を大

きくする等、普通文字の使用を前提にした配慮も見られる。尚、前述した様に２級の視覚障害者は白杖

なしでも単独歩行が可能であるが、視野狭窄がある場合などは周囲の視野が欠損するため、特に夜間な

ど歩行に危険を伴う場合がある。このため企業の中には残業を規制したり、仕事が夜間に及ぶ場合にタ

クシーや社用車で送迎するといった配慮をしているところもある。また、数は多くはないが、歩行訓練

や列車の乗車位置の確認訓練等、通勤に関する特別の配慮を行っている企業もみられる。 

 

＜３級＞ 

 ３級の視覚障害者の場合は、両眼の視力の和が 0.05 以上 0.08 以下、もしくは両眼の視野がそれぞれ

10 度以内のものと定義されている。２級同様、両眼視が可能か、視野狭窄があるか等によってその障

害特性は多様であるが、企業の配慮内容としては、やはりコミュニケーションヘの配慮が最も多く、他

には、室内の照明を明るくしたり、廊下の案内表示の文字を大きくするといった、残存視力を有効に利

用するための配慮を行っている企業もみられる。また前述したような視野狭窄の場合等に配慮して、季

節によって一般社員よりも早く帰宅させ、夜道の歩行をさせないようにしている企業もある。 

 

＜４級～６級＞ 

 ４級から６級までの等級も、両眼の視力の和と視野障害の程度によってそれぞれ定義されており、障

害の特性を等級によって一般化することは難しいが、白杖なしの歩行が可能であること、拡大読書機等

の補助具の使用によってかなりの読書能力を得ることが出来ることはほぼ共通している。なお、読書能

力に関しては、細かい文字を読む場合などには何らかの困難が生じる可能性もあり、企業が雇用に際し

て配慮している内容の中にも、室内の照度をアップしたり、拡大読書機や画面拡大機能付きのワープロ

を設置したり安全面では採光や整理整頓、就労機器の改善では視覚認識のものを聴覚確認に変更するな

ど視覚的な困難を軽減しようとするものが見られる。 
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